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高等学校地理歴史科（日本史 B）学習指導案『2020年度共通テスト解説』 

          地歴公民科 横山泰三 

 

 

１ はじめに 

 パワーアップ研修(中堅教諭等資質向上研修)として，３回の研究授業研修を行った。その中でも３回

目に実施した学習指導案を掲載する。今年度は大学入試共通テストの第１回目であり，今までのセンタ

ー試験と違い問題数は３６問から３２問に減ったものの，史料(資料)の分量が増加し，読み解いて解答

するまで相当な時間がかかる。これらの新傾向に対して，どのように解答していけば良いのか，またど

のような学習が必要になるのか，その対策と学習方法を指導案にまとめた。 

 

 

２ 研究方法 

５０分間で解説できる問題数は限られている。第１問の１，２，３と第２問の７，８，９，10，11 を

抜粋して解答方法を記載した。解答方法は大きく分けて三つに分類できる。１つ目は，教科書の文章を

隅々まで読解する方法。２つ目は，単元（テーマ）毎にまとめて，理解する方法。３つ目は歴史用語を

正しく理解する方法である。今まで学習した，教科書，資料集，授業内容を用いて，問題の全てが解答

できることを明らかにしていく。 

 

 

３ 研究のねらい 

 授業で習った学習内容及び使用教材で共通テストのほとんど全ての問題が解答できることを証明し，

生徒の共通テストに対する不安を無くし，自信を深めさせることがねらいである。現在学習しているこ

とを継続することで必ず学力が身につくことを理解させ，生徒のやる気を喚起する材料としたい。 

 

 

４ おわりに 

 解説の１-１と２-８は授業で板書した内容のダイジェスト版を，再度黒板に書いて解説した。授業の

板書内容も本紀要に掲載する。抜粋した問題だけで，大学入学共通テストの傾向をつかむことができる。

基本は，センター試験と同じ学習方法で対処できる。しかし，単純に知識を問う問題が無くなり，思考

力が試される問いが増えており，普段の授業から，歴史的事象について考えさせることに慣れさせてお

かなければならず，また，高得点を目指すなら共通テスト対策の演習に時間をかける必要がある。 
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高等学校地理歴史科（日本史Ｂ） 学習指導案 

 

                        実施日 ：令和３年 ２月１５日（月）１校時 

                         実施学級：２年１組・２組  

       （男子７名 女子７名 計１４名） 

                         実施教室：２年１組 

                         指導者  ：横山泰三 

使用教材：『詳説日本史Ｂ』山川出版社 

『新詳日本史』浜島書店 

                                                        『新日本史要点ノート(標準編)』啓隆社 

                            『20201年度共通テスト(日本史Ｂ)』 

１ 単元名   「2021年度共通テスト(日本史Ｂ)」 

 

２ 単元について 「2021年度共通テスト」（～近世）を授業で習った内容をどのように活かして解答す

れば良いのかを理解させる。また従来のセンター試験と比較することで，新傾向の特

徴を説明する。 

        

３ 生徒観    ２年１組と２組は文系と理系の混合クラスである。現時点では生徒全員が大学進学

を目標としている前提で授業を行っており，生徒個々の学力には差があるが、クラス

全体の日本史に対する興味関心は高く，授業への取り組み方は素晴らしい。今年度は

センター試験から共通テストへと転換した年であり，今後の受験に役立てるため，受

験対策に特化した内容の授業をすることで，大学入試に対する意識を高めていきたい。 

 

４ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

 事前に「2021年度共

通テスト日本史Ｂ」を

第１問から第４問（近

世）まで解かせた上で

答え合わせ及び訂正を

させる。 

 正解した問題は，理

解した上で正解だった

のか，また，間違えた

問いはなぜ分からなか

ったのか考えさせる。 

 初見の史料(資料)の

意味をよく考えて理解

する必要がある。また

今まで学習した史料

(資料)で類似のものが

ないか探してみる。 

 共通テストの内容は

ほぼ全て教科書に掲載

されていることを確認

し，基本用語の意味を

正しく理解することの

重要性を理解する。 

５ 本時の計画 

（１）授業名 「2021年度共通テスト 日本史Ｂ」解説 

（２）目標  共通テストを今の知識で解答できることを理解させて，自信を深めさせる。 

（３）学習指導上の工夫  電子黒板を用いて，モニター上の共通テストの問題を解説し，過去に書い

た板書も改めて板書し復習することで，授業で学習したことが通用するこ

とを実感させていく。 
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（４）本時の展開 「2021年度共通テスト(日本史Ｂ)」 

 

 生徒の活動 形態 教師の活動 評価規準 

導 

入 

5分 

１．共通テストの正答率 

２．センター試験から共

通テストへの変更点 

３．本時の学習目標の確

認 第１問の 1,2,3 

    第２問の 7,8,9,10,11 

一斉 ・生徒(14 人)の共通テストの正答数を確認

し正答数を黒板に書き出して問題の正答

率を確認する。既習の問題は 

1.2.3.7.8.9.10,11,12,13,14,15,16.17.18.19 

・本時の学習目標（解説する問題(下線部)）

を黒板に明示する。 

・共通テストの感想

を積極的に述べて

いるか。 

【関・意・態】 

展 

開 

1 

20

分 

４．第１問 

テーマ史「貨幣の歴史」 

一斉 

 

 

 

・電子黒板に共通テスト第１問を映す。 

・授業の既習内容(板書)を書き出し，既に

学習した内容の活用の仕方を解説する。 

問１-1 の解説 (既習の)板書内容を参照 

問２-2 の解説 新詳日本史ｐ118 を参照 

問３-3 の解説 詳説日本史ｐ138 を読む 

↪教科書のゴチック文字以外の文章が試験

に出るのはセンター試験と同じである。 

※センター試験との変更点は，空欄に適す

る語句を答える問題が無くなったこと。 

↪2020 年度センター試験第１問参照。 

・板書をノートにま 

とめているか。

【関・意・態】 

・資料から内容を読

み取ろうとしてい

るか。【資料活用】 

・既習内容の活用の

方法を判断できて

いるか。 

【思・判・表】 

 

 

 

 

展 

開 

２ 

20

分 

 

５．第２問 

テーマ史「文字使用の歴 

史」 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

・電子黒板に共通テスト第２問を映す。 

・授業の既習内容(板書)を書き出し，既に

学習した内容の活用の仕方を解説する。 

問１-7 の解説 新詳日本史ｐ2 を参照 

問２-8 の解説 (既習の)板書内容を参照 

問３-9の解説 abは文章読解力 cdは知識 

↪文章読解力の問いは，センター試験必題 

問４-10 の解説 (既習の)板書内容を参照 

問５-11 の解説 やや難問。歴史用語の意 

味を深く正しく，理解する必要がある 

 

・板書をノートにま 

と め て い る か 。

【関・意・態】 

・資料から内容を読

み取ろうとしてい

るか。【資料活用】 

・既習内容の活用の

方法を判断できて

いるか。 

【思・判・表】 

 

ま

と

め 

5分 

６．本時の復習によって，

共通テストで必要な

知識・理解・技能の

活用方法を理解す

る。  

一斉 ①基本用語の意味を正しく理解すること 

②教科書の本文を注意深く読むこと。 

③単元ごとのつながりを意識し，政治，外

交，文化などテーマごとに，一つの流れ

を意識して覚えていくことが必要であ

ることを，理解させる。 

・説明をノートにメ

モするなど，必要な

情報をまとめてい

るか。【関・意・態】 
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